
医療機関ネットワーク事業とは？

参画医療機関消費者

どんな目的で？

どのような事業？

消費生活上の事故※に関する情報を、受診し

た参画医療機関から収集するために、消費者

庁と（独）国民生活センターが共同で実施する

事業です。

提供された事故情報から、被害の拡大が懸

念される事故を抽出して分析・評価し、消費者

への注意喚起や製品等の改善・安全基準等の

見直し要望等、同種・類似事故の再発防止に

活用するために、事故に関する情報を収集して

います。



どのように協力するの？

受診した医療機関が「医療機関ネットワーク事業」に参画している場合、必要に応じて、診察

の際に、情報の提供に同意いただいたり、事故の状況などについて伺います。

また、事故原因の調査等が必要な場合は、後日、情報の提供に協力をお願いすることがあ

ります。

どのような製品によって、どのような事故が起きたかという「事故の概要」、「発生時の状況」、

「事故に関する製品名」や「製品の使い方」などのほか、けがをした方の「年齢」、「性別」や

「けがの程度」などについて、収集しています。

なお、個人を特定する「氏名」や「住所」といった情報は収集の対象外です。

どんな情報を集めるの？



事故状況

事故発生年月 年代・性別 処置見込み 危害の程度

事故事例で活用

提供情報は、どう使われるの？

参画医療機関から提供された事故情報は、消費者庁（又は（独）国民生活センター）で集計・分析し、

再発防止のため注意喚起に活用されます。

注意喚起の端緒
として活用

集計等で活用
・事故件数 ・年代別 ・性別
その他
・危害を受けた部位 ・処置見込み
・危害の程度 等



その他の提供資料の活用方法は？

□過去の「子ども安全メール from 消費者庁」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_0
01/mail/2020/

□@caa_kodomo
https://twitter.com/caa_kodomo

□リーフレット「くらしの危険」コーナー
http://www.kokusen.go.jp/kiken/index.html

□リーフレット「見守り新鮮情報」コーナー
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_mglist.html

□リーフレット「子どもサポート情報 一覧」コーナー
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/kmj_mglist.html

事例の活用をして
います。

事故情報が安全な消費生活のために役立ちます

https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_001/mail/2020/
https://twitter.com/caa_kodomo
http://www.kokusen.go.jp/kiken/index.html
http://www.kokusen.go.jp/mimamori/mj_mglist.html
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